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小型魚類ゼブラフィッシュとターコイズキリフィ
ッシュ（略称キリフィッシュ）の特長を活かし、未知
の生体防御機構の探索を行っている。最近では、イ
メージング解析に適したゼブラフィッシュを用いた
解析により「個体発生を支える細胞品質管理機構」を
発見した。この機構は、動物の発生過程で“場に不
適合な異常細胞”が出現した際に起動し、周辺細胞
が異常細胞を感知して細胞死を促して排除する。こ
の機構が破綻すると、異常細胞が蓄積し、疾患（腫
瘍形成など）を発症しやすくなる。現在、この新た
な生体防御機構とヒト疾患との関連を解析している。
また、孵化後３ヶ月で急速成長・老化して死に至る
特性を持つキリフィッシュを用いて老化メカニズム
を解析しており、“若さの維持に関与する酵素や血中
代謝物”の候補を見出しつつある。

特徴・独自性

病気の起こりを防ぐ細胞品質管理機構に注目し、先
天性疾患のみならずがんなどの成人疾患の予防法を
確立したい。また、キリフィッシュを用いて全身全細
胞における加齢による遺伝子発現・代謝などの変化を
網羅的に解明し、その意義を動物で検証するとともに、
ヒト老化に関する情報と照会することで「老化リスク因
子カタログ」を作成したい。さらにそれを基盤として
異分野連携により「革新的老化予防・回復技術」を確
立し、全ての人の健康向上に貢献したい。
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